別紙第１号様式（第９条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　  （西暦）年　　月　　日

共 同 研 究 申 込 書

　　国立大学法人
　　豊橋技術科学大学長　殿

	住　　　所
	〒441-8580
愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１

	名　　　称
	株式会社ＴＵＴ

	代表者職・氏名
	代表取締役　天伯　太郎



　　国立大学法人豊橋技術科学大学における民間機関等との共同研究取扱規程を遵守の上、下記のとおり共同研究を申し込みます。

                                       記

１．研 究 題 目　　
　「○○○○に関する研究」
　　　　
２．研究目的及び内容研究目的及び研究内容の概要について記載をお願いします。





３．研 究 期 間　　令和　　（西暦）年　　月　　日 ～ 令和　　（西暦）年　　月　　日
４．研究実施場所複数年度契約も可能です。

①　大学
　　　　　豊橋技術科学大学　○○○○系

  ②  民間機関等（分担型の場合）「民間等共同研究員」として本学において研究に従事される場合について、下記研究料をご納付いただきます。（いずれも1名についての料金）
短期（6月以内）     ・・220、000円
長期（6月超1年以内）・・440、000円

　　　　　株式会社ＴＵＴ　天伯工場

５．研究に要する経費の負担
　共同研究の研究経費
	[bookmark: _Hlk208502264]年　度
	民間機関等負担額（消費税及び地方消費税含む）

	
	直接コスト
	間接コスト
	研 究 料
	合　　計

	
	直 接 経 費
	知的貢献費
	産学連携経費
	
	

	令和７
(2025)
	円
	円
	円
	円
	円


・研究期間が複数の年度になる場合は、各年度ごとに記入する。
・民間等共同研究員を大学に派遣する場合は、研究料を計上する。知的貢献費は、研究者の有する「知」の価値や共同研究への関与時間に対する対価として、直接経費の2%から直接経費と同額までの範囲で計上いただくものです。当該研究の研究代表者や研究担当者の処遇改善としての手当や研究環境改善に充当させていただきます。


６．研究に参加予定の研究者産学連携経費は大学全体の研究環境の整備、知財維持経費等に充当させていただくものです。共同研究の産学連携経費は直接経費と知的貢献費の合計の 30 ％にて計上願います。

	区  分
	氏      名
	所属部局・職  名
	現在の専門分野
	役割分担

	民
間
機
関
等
	
	
	
	

	
	
	「民間等共同研究員」として派遣いただく場合のみ、お名前の横に＊印の付記をお願いします。

	
	

	
	＊
	
	
	

	大学の研究代表者
	
	
	
	


　　 　＊民間等共同研究員として大学に派遣する研究者
     　
7． 施設・設備
　
民間機関等における施設
該当のない場合は「該当なし」とご記入願います。


民間機関等が大学に持ち込む設備
	名　　称
	規　　格
	数　　量
	搬入場所

	
	
	
	




民間機関等における設備
	[bookmark: _Hlk209088738]名　　称
	規　　格
	数　　量
	備　　考

	
	
	
	















８．事務連絡先
	担当者氏名
	

	担当課・係名
	

	住　　　所
	〒書類の授受等、契約手続きの窓口となって頂く方のご氏名を記入願います。



	Ｔ　Ｅ　Ｌ
	

	Ｆ　Ａ　Ｘ
	

	Ｅ－Ｍａｉｌ
	


「民間等共同研究員」の派遣がない場合は添付不要です。

９．その他参考となる事項




　　　　　〔添付書類〕　民間等共同研究員調書（民間等共同研究員を派遣する場合）　
































民間等共同研究員調書

	ふ り  が な
氏        名
	
	性  別
	男・女

	
	
	
	

	生  年  月  日
	年      月      日生    （      歳）

	現　　住　　所
	〒

	
	

	最  終  学  歴
	年    月
	事　　　　　　　項

	
	
	

	現 　     職
	所    属
	

	
	職    名
	

	
	研究内容
	

	備 　     考
	



